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	II-(1)　食品素材のナノスケール評価技術の開発（リーダー：杉山滋）
	目的
	研究内容
	II-(1)-1　食品ナノスケール観察のための走査プローブ顕微鏡用プローブ技術の開発（担当：村松宏）
	II-(1)-2　走査型プローブ顕微鏡によるナノスケール食品計測評価技術の開発（担当：杉山滋）
	II-(1)-3　走査型プローブ顕微鏡による食品ナノ粒子の動態解析（担当：小堀俊郎）
	II-(1)-4　マイクロ・ナノ化学システムを用いる単一ナノ粒子分析法の開発（担当：火原彰秀）



